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星巡る平塚


　人影もまばらな夜の湘南平。ライトのともるテレビ塔が、星空に浮かび上がります。

　街の明かりが強い平塚でも、じっと目を凝らすと、きらめく星々を見ることができます。

　今号は夜空を彩る彗星（すいせい）の魅力を紹介します。

※湘南平のレストハウス展望台は午後9時30分まで開いています。安全には十分注意しましょう。
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[image: 冬の星空を楽しもう]

　星空に淡く輝く彗星（すいせい）……。かつて見た彗星に、特別な思い出を持っている方も多いのではないでしょうか。

　数十年に一度の大彗星になるかも知れないと期待されているのが、これから見頃の「アイソン彗星」です。アイソン彗星にまつわる話題を紹介します。

問：博物館　電話：0463-33-5111


[image: 冬の星空を楽しもう]
アイソン彗星が来る


金星並みの明るさ??

　「わあ、すごい」

　「月のでこぼこまで、はっきり見えるよ！」

　大人も子どもも夢中になって、大きな望遠鏡をのぞきます（前写真）。毎月、博物館の屋上で開かれている「星を見る会」の参加者です。

　私たちを魅了する星のきらめき。中でも彗星には、特別な魅力があります。

　いま、観察ガイドなどの関連本が続々と発売され、天文ファンならずとも期待が高まっているのが「アイソン彗星」です。彗星の中には、ハレー彗星のように周期的に地球に近付くタイプもありますが、アイソン彗星が来るのは1度きりです。最も明るくなるとマイナス4等級・金星くらいの明るさになると予想されています（10月5日時点）。



近日点通過が勝負

　市博物館で天文を担当する塚田健学芸員は「天体が太陽に最も近づく点を『近日点』と呼びます。アイソン彗星が近日点を通過するのは11月29日で、このとき太陽とアイソン彗星の距離は、約190万キロメートルにまで狭まります」と話します。

　アイソン彗星のように太陽に極端に近づく彗星は「サングレイザー」と呼ばれます。彗星は太陽に近づくほど明るくなる可能性が高くなります。そのため、アイソン彗星も大彗星になるのではと期待されているのです。

　「太陽に極端に近付く軌道を持つ彗星は、近日点を通過するときに割れたり砕けたりして、消えてしまうこともあります」と塚田学芸員。「アイソン彗星が果たして生き残れるのか、明るさはどのくらいになるのか……。近付いてみないと分からない、というのが正直なところです」
[image: 塚田学芸員]

展示の準備をする塚田学芸員



12月10日から最適

　アイソン彗星は明け方の東の空に観察できます。11月は午前5時ごろ、12月は午前5時30分ごろからが観察しやすい時間帯です（次の図）。

　空気が澄んでいる冬は、彗星の観察にぴったりなシーズンです。海岸や相模川の河川敷など、東の空が広く開けた場所で探してみましょう。

　彗星のしっぽは近日点を通過する11月29日以降に伸びます。太陽に近づくので、近日点通過の前後数日間は観察が難しくなります。

　11月18日～19日には、おとめ座で最も明るい星・スピカの近くに見えるようになり、24日前後には、水星や土星の近くに見えるようになります。

　12月に入ると次第に太陽から遠ざかります。しっぽを見るのに最適な期間は、12月10日～15日です。クリスマスごろには明け方だけでなく、夕方の西の空にも見えるようになります。12月末から1月末までは北極星に近付くので、一晩中沈まなくなります。北の空で探してみましょう。
[image: アイソン彗星のうごき11月]

[image: アイソン彗星のうごき12月]

提供　国立天文台


観察準備をしよう

　観察時間は明け方です。寒いので、しっかりと防寒対策をしましょう。特に、下半身の防寒は忘れがちです。服を重ね着し、カイロを使うなどして、全身を暖めましょう。

　観察の位置や方向は前の図を参考にしてください。予想通り明るくなれば、肉眼でも見ることができます。双眼鏡があると、より便利です。デジタルカメラなどで、撮影を楽しむのもお薦めです。

　アイソン彗星が明るい姿を見せてくれることに期待したいですね。



宇宙を旅する彗星　彗星ってどんな星?


彗星は氷の塊

　しっぽを伸ばして、夜空に淡く輝く彗星。次の写真は日本人のアマチュア天文家・百武（ひゃくたけ）裕司さんが、1996年に発見した「百武彗星」です。

　彗星にはロマンチックなイメージがありますが、その正体は、水の氷、二酸化炭素の氷、ちりなどが混じり合ったものです。8割は水の氷のため、「汚れた雪だま」と例えられることもあります。

　本体の直径は、数キロメートル～数十キロメートルです。地球の直径が約1万2700キロメートルなので、比べてみると、とても小さな天体といえますね。

[image: 百武彗星]



「しっぽ」は2本

　彗星が太陽に近付くと表面の氷が徐々に溶けて蒸発し、ちりとともに宇宙空間に放出されます。このときに、淡い光に包まれるように輝いて見えます。

　彗星のしっぽには2種類があります。一つは彗星の表面が蒸発して出たガスからできる「プラズマの尾」で、もう一つはちりからできる「ちりの尾」です。

　しっぽは太陽の光の圧力を受けて、太陽と反対の方向に伸びます。しっぽの向きと彗星の進行方向とは関係がありません。



起源は46億年前

　彗星のもとになる氷の塊は、太陽系が誕生した約46億年前にできました。太陽から遠い場所の氷やちりが集まり大きく成長し、木星など大きな惑星の引力で飛ばされ、太陽系を取り巻くオールトの雲と、海王星の軌道の外を取り巻くカイパーベルトになりました。

　何らかのきっかけで、この氷の塊が太陽系の内側に向かう軌道をつくり、やがて太陽に近づき彗星になります。アイソン彗星も、オールトの雲から遠い宇宙を旅してきます。オールトの雲やカイパーベルトからやって来る彗星は、太陽系が誕生した太古の情報を、そのまま中に閉じ込めているのです。



楽しみ!観察に期待


　博物館サークル「天体観察会」のメンバー、佐々木昭雲さん（次写真左・68歳）と田中匠さん（次写真右・13歳）に、アイソン彗星に寄せる期待を聞きました。
[image: 天体観察会]

彗星の魅力を語り合う二人



★佐々木さん

　私にとって、アイソン彗星は初めて見る彗星です。星は毎年見ることができますが、アイソン彗星は一生に1回の機会なので、楽しみにしています。

　本格的に観察できるのが12月以降ということなので、1～2カ月、観察できる間は追い続けるつもりです。相模川の河川敷から、茅ケ崎のまちの上空にアイソン彗星を見ようと思っています。



★田中さん

　今年の3月に来たパンスターズ彗星が、初めて見た彗星です。双眼鏡では見えなかったので、お年玉やお小遣いを貯めて買ったカメラで撮影して見ました。次は2061年に来るハレー彗星なら長生きすれば見られるけど、アイソン彗星は今回だけなので楽しみです。

　昼間は学校があるから見れないけれど、昼でも見えるくらいに明るい彗星になってほしいです。海岸などで観察したいと思っています。



イベントに参加しよう


■プラネタリウムで解説

　現在プラネタリウム投影の際に学芸員がアイソン彗星の観察について生解説を入れる企画を実施中です。見え方も投影します（次写真）。

　プラネタリウムの投影日時は、ヒラツカルチャーをご覧ください。

[image: プラネタリウムで解説]



■天文連続講座　アイソン彗星を迎え撃て

　第4回は12月7日、最終回は14日の土曜日に実施します。

①第2回　彗星はどのような天体か

　彗星とはどんな天体か、調べることでどんなことが分かるのかを詳しく説明します。

　11月3日（祝）午後3時30分～5時。講堂。50人程度（当日先着順）。

②第3回　アイソン彗星を観察しよう

　詳しい観察方法などを、プラネタリウムで投影しながら解説します。

　11月9日（土）と16日（土）、午後3時30分～5時。プラネタリウム。各50人程度（当日先着順）。

■展示 アイソン彗星を迎え撃て

　観察の仕方や、彗星をはじめとする太陽系小天体の、知られざる姿を紹介します。

　11月13日（水）～12月27日（金）。寄贈品コーナー。


[image: アイソン彗星]

応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、11月5日（火）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


市公用車の広告


　ワンボックス軽自動車20台の両側面に、縦50センチ・横70センチの広告を1枚ずつ、特殊フィルムで貼ります。平成26年2月1日～平成27年1月31日に掲載します。

　5台分10万円。作製・貼付・撤去の費用は広告主の負担になります。申込件数により、車両の台数を調整する場合があります。

募：広告案と、東附属庁舎2階の資産経営課　電話：0463-21-8763や市ウェブにある申込書を直接、11月1日（金）～22日（金）に、同課へ。



シャトルバスの広告


　大神-市民病院間を走るシャトルバスに広告を掲載する事業者を募集します。掲載期間は平成26年4月1日～平成27年3月31日です。広告の作製・貼付・撤去の費用は市が負担します。広告の下側60ミリメートルには「平塚市シャトルバスを応援します！」という言葉を掲載します。

　36人乗り・14座席の小型バス1台に掲載。①右側面（車道側）1枠。400ミリメートル×1200ミリメートル②左側面（歩道側）1枠。400ミリメートル×960ミリメートル③後面1枠。560ミリメートル×1000ミリメートル。1枠の年間掲載料は①②が12万円③が14万4000円。抽選。

募：広告案と、西附属庁舎2階の交通政策課　電話：0463-21-9840や市ウェブにある申込書を直接、11月1日（金）～29日（金）に、同課へ。



ガイドと巡る平塚の文化資源


　下島から城所を歩くコース。11月17日（日）午前9時30分～午後0時30分。約3.8キロメートル。荒天中止。神奈中「下島」バス停に集合。300円。中学生以下は無料。

募：コース名・人数・全員の必要事項を、はがきで、11月10日（日）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124へ。



再就職応援セミナー


　働くための技術や自分を成長させる方法を学びます。

　11月22日（金）午前10時～正午。市民活動センター。女性30人（抽選）。

募：必要事項・保育の有無（子どもの氏名・年齢・性別も）を、電話・はがき・ファクス・メールで、11月14日（木）午後5時までに、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736　メール：danjo@へ。



みんなのまち情報宅配便


　市の職員が出向いて、市の事業や施策を説明し、意見を交換します。おすすめメニューもあります。公民館などにあるパンフレット、市ウェブでご確認ください。メニューにない事業や、パブリックコメントを募集している案件を希望する場合は、協働推進課にご相談ください。

　市民で構成する10人以上のグループ・各種活動団体。希望日の午前9時～午後9時の間の2時間以内（年末年始を除く）。会場は、グループで用意してください。

募：希望日の2週間前までに、協働推進課　電話：0463-21-9618　FAX：21-9756へ。



子ども英語教室


　クリスマスにまつわるゲームや工作をして英語に親しみましょう。

　11月30日～12月21日の土曜日、全4回、午後1時30分～2時45分（21日は午後3時～4時15分）。青少年会館。小学校3・4年生20人（抽選・初めての方を優先）。筆記用具・はさみ・色鉛筆。

募：教室名・必要事項・氏名のローマ字表記・学校名・学年・過去の参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、11月19日（火）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



そうだったのか食品表示


　牛乳を題材に食品表示を学びます。1歳以上の未就学児の保育もあります。

　11月30日（土）午前9時15分～正午。市民活動センター。30人（抽選）。

募：講座名・必要事項・保育の有無を、電話・メールで、11月5日（火）～18日（月）に、市民情報・相談課　電話：0463-20-5775　メール：jousou@へ。



びわ青少年の家で森の歳末祭


　12月7日（土）午前9時45分～午後2時20分。びわ青少年の家（土屋2710-1）。市内在住・在学の小・中学生とその保護者30人（抽選）。500円、小学生200円。

募：11月1日（金）～13日（水）の午前9時～午後5時に、びわ青少年の家　電話：0463-59-0871へ。5日（火）・11日（月）は休館です。



里山体験ワークショップ


　里山の落ち葉かきと堆肥づくりなどをします。

　12月7日（土）午後0時30分～5時。雨天決行。吉沢公民館（上吉沢395）。保険証の写し・雨具・タオル。300円。作業に適した服装・靴・帽子でお越しください。小学生以下は保護者同伴でお越しください。

募：必要事項・年齢を、電話・ファクスで、11月29日（金）までに、湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化に向けた協議会　電話：0463-58-4179（祝日を除く月・水・金曜日、午前9時～午後5時）　FAX：58-4326へ。



くるりんまつりフリーマーケットの出店者


　12月7日（土）にリサイクルプラザで開く「くるりんまつり」に合わせて、フリーマーケットを同会場で開きます。

　市内在住の個人・グループ15店（抽選）。プロの方は応募できません。飲食物・生き物・電気製品・リサイクルと関係しない手作り品などは販売できません。500円。

募：必要事項・販売する品物・搬入手段を、往復はがきで、11月8日（金）までに、〒254-0014四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。



中高年のための再就職支援講座


　11月29日（金）。教育会館。

①応募書類対策セミナー　午前10時～午後0時30分②面接対策セミナー　午後1時30分～4時30分。県内在住の40歳以上の方、各40人（抽選）。

募：開催日時・講座名・必要事項・年齢を、はがき・電話・ファクスで、11月22日（金）午後5時までに、〒220-0004横浜市西区北幸1-11-15シニア・ジョブスタイル・かながわ　電話：0120-945-033　FAX：0120-085-411へ。



女性のためのセルフコーチング


　目標を達成する手段「セルフコーチング」を学びます。

　11月30日（土）午前10時～正午。市民活動センター。女性30人（抽選）。1歳以上の未就学児の保育があります。

募：必要事項・保育の有無（子どもの氏名・年齢・性別も）を、電話・はがき・ファクス・メールで、11月22日（金）午後5時までに、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736　メール：danjo@へ。



中小・ベンチャー企業魅力発信トークライブ


　経営者の講演やパネルディスカッションなど。

　11月19日（火）午前11時～午後0時30分。神奈川大学湘南ひらつかキャンパス（土屋2946）。大学生または市内在住・在勤・在学の方150人（先着順）。

募：必要事項を、電話・メールで、産業振興課　電話：0463-21-9758　メール：sangyo-s@へ。公民館などにある応募用紙や市ウェブでも応募できます。



[image: 優しい町づくりにご意見を募集]

　市ではこれまで、平塚駅周辺を重点整備地区に位置付け、バリアフリーの整備を進めてきました。市バリアフリー基本構想（素案）は、平成18年に施行されたバリアフリー新法などに基づいた基本構想です。

　素案は、11月5日（火）～12月4日（水）に公民館・図書館などで閲覧できます。市ウェブでもご覧いただけます。

募：意見・必要事項（団体の場合は団体名と代表者名も）を、郵送・ファクス・メールまたは直接、12月4日（水）までに、西附属庁舎2階の交通政策課　電話：0463-21-9840　FAX：0120-704589　メール：kotsu@へ。



[image: 菊花展]
　11月1日（金）～10日（日）、午前9時～午後4時。総合公園。菊花コンクールもします。

　①菊花講習会　3日（祝）午後1時開始。自宅で育てるこつをアドバイスします②大菊切り花の販売　7日（木）午後1時、10日（日）午前9時開始。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107

[image: 菊花展]



お知らせ


ツインシティ大神地区の区域の縦覧など


　ツインシティ大神地区の土地区画整理事業の施行地区予定地の縦覧と、未登記の借地権の申告を受け付けます。午前8時30分～午後5時。本庁舎4階の都市整備課。

区域の縦覧　11月1日（金）～15日（金）。

借地権の申告受付　1日（金）～12月2日（月）。

問：都市整備課　電話：0463-21-8783



インターネットで転出届


　インターネットを通じて、住民基本台帳カードを利用した転出届、犬の登録事項変更届などができます。申請には利用者IDが必要です。手続きにより電子証明書が必要な場合があります。詳しくは市ウェブでご確認ください。

問：情報政策課　電話：0463-21-8792



市民意識調査にご協力ください


　今後の市の施策に生かすため、市民意識調査をします。10月1日現在、住民基本台帳に記載されている満16歳以上の方から無作為に抽出した3000人に、11月5日（火）、調査票を郵送します。

　同封されている返信用封筒で11月14日（木）までに返送してください。

問：企画政策課　電話：0463-21-8760



市税の電子申告を開始


　eLTAX（エルタックス）を利用した電子申告・申請で、11月25日（月）から、市税の各種の申告などの手続きの一部について受け付けます。

　これまで窓口や郵送で提出していた書類をインターネットで提出できます。詳細は市ウェブをご覧ください。

問：市民税課　電話：0463-21-8767



後退道路用地の取得価格を変更


　狭い道路を広げるための後退道路用地の取得価格を平成26年4月1日から変更します。3月31日までに受理した申請は現行取得価格のままです。市街化区域で1平方メートル当たり6万5千円から6万円に、市街化調整区域で1平方メートル当たり3万円が2万7千円になります。

問：道路管理課　電話：0463-21-9846



不動産の公売


　市税の滞納で、差し押さえた不動産を公売します。他自治体との共同公売です。

　11月26日（火）午後1時～1時30分。戸塚区役所4階大会議室（横浜市戸塚区上倉田町449）。詳しくは、市ウェブをご覧ください。

問：納税課　電話：0463-21-8769



企業合同就職面接会


　約20社が参加し、採用面接をします。キャリアコンサルタントによる個別就職相談もできます。

　11月15日（金）午後1時～4時（受け付けは午後3時30分まで）。平塚プレジール（八重咲町3-8）。市内または近隣市町に在住の求職者。履歴書を持参し、面接にふさわしい服装でお越しください。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758



ひとり親家庭などに医療費を助成


　ひとり親家庭などの親子、両親がいない子やその子を養育している方の医療費の自己負担額を助成します。こども家庭課（本庁舎1階⑰番窓口）に申請してください。所得制限があります。

　すでに、この助成を受けていて、児童扶養手当を受給していない方は、現況届を同課に提出してください。

問：こども家庭課　電話：0463-21-9844



秋季全国火災予防運動


　11月9日（土）～15日（金）に秋季全国火災予防運動をします。空気が乾燥し、火災が発生しやすい時季を迎えます。火の取り扱いに十分注意しましょう。本年度の全国統一防火標語は「消すまでは　心の警報　ONのまま」です。

　住宅火災を防ぐため、住宅用火災警報器の設置など、「住宅防火　いのちを守る　七つのポイント」（三つの習慣、四つの対策）があります。

　「七つのポイント」を日々、心掛けて、火災を減らしましょう。

防火キャンペーン　消防職員が、火災予防を呼び掛けます。11月11日（月）午後5時～6時。平塚駅東口改札付近。

問：予防課　電話：0463-21-9728



年末調整などの説明会


　平成25年分。用紙は午後1時から配ります。

　11月6日（水）午後2時～3時50分。中央公民館。

問：市民税課　電話：0463-21-8766



譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを、随時電話などで受け付けます。詳細は、市ウェブで確認できます。

譲ります　ランドセル・電子ピアノなど。

譲ってください　学習机・脚立など。 
問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301



漏水調査をします


　水道管の水漏れを調べるため、11月上旬～平成26年2月中旬に、市南部と中心部で、調査員が各家庭に伺います。

　調査の対象は、明石町・老松町・久領堤・黒部丘・幸町・菫平・千石河岸・袖ケ浜・高浜台・宝町・代官町・唐ケ原・撫子原・錦町・虹ケ浜・花水台・馬入本町・平塚1～5丁目・札場町・紅谷町・松風町・見附町・宮の前・桃浜町・八重咲町・八千代町・夕陽ケ丘・龍城ケ丘です。

問：平塚水道営業所工務課　電話：0463-22-2711



女性の人権ホットライン


　セクシャルハラスメントや、夫からの暴力などの問題に悩んでいませんか。「女性の人権ホットライン」強化週間として、県人権擁護委員連合会の人権擁護委員や法務局職員が、時間を延長して相談をお受けします。

　11月18日（月）～24日（日）、平日は午前8時30分～午後7時、土・日曜日は午前10時～午後5時。　電話：0570-070-810。

問：横浜地方法務局人権擁護課　電話：045-641-7926



浅間祭へ行ってみよう


　青少年会館の利用団体を中心に、ステージ発表や模擬店などをします。

　11月9日（土）午前10時～午後4時。10日（日）午前10時～午後3時30分。青少年会館・文化公園。

問：青少年課　電話：0463-32-7029



商業まつり


　11月4日（休）午前11時～午後4時。荒天の場合は10日（日）に延期。平塚駅北口中心商店街。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107

[image: 商業まつり]



湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の魚・野菜などの販売やダンベル体操をします。

　11月24日（日）午前7時～8時30分。小雨決行。総合公園南駐車場。

問　産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



ひらつか民俗芸能まつり


　市内に古くから伝承されてきた伝統芸能を上演します。

　11月17日（日）正午開場。中央公民館。

①人形浄瑠璃芝居の部　湘南座「寿式二人三番叟（さんばそう）」「増補大江山戻り橋の段」、相模人形芝居前鳥（さきとり）座「鎌倉三代記三浦別れの段」。

②囃子（はやし）太鼓の部　馬入文化財保存会「馬入祇園（ぎおん）ばやし」、前鳥神社囃子太鼓保存会「前鳥囃子」。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124



平塚観光フェスティバル


　「ぶらり平塚、旧東海道と大山道」をテーマに、市内の大山道などを紹介します。

　11月21日（木）～26日（火）、午前10時～午後6時（26日は午後3時まで）。市民プラザ。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107



サロンdeWINEシンポジウム


　地域の企業・住民・大学を結ぶシンポジウムです。

　11月16日（土）午後1時～5時。平塚プレジール（八重咲町3-8）。

問：サロンdeWINE　電話：0463-31-7118



犬の運動会


　無料愛犬相談や災害救助犬の訓練実演などもあります。

　11月23日（祝）。相模川河川敷グラウンド（四之宮）。

問：JKCドッグトレーナーズ普及部会　電話：0463-97-2662



[image: 「平塚消防」]
　街頭消火器や消火栓の点検など、地道な業務にもスポットを当て、まちの安心・安全に消防が果たす役割を、東海大学生がリポートします。

　SCN湘南チャンネル。毎週土曜日、午後7時30分～7時45分。毎週日曜日、午後1時45分～2時。Youtubeでも視聴できます。

問：秘書広報課　電話：0463-21-8761

[image: 「平塚消防」]



[image: 秋の味覚市]
　友好都市である岐阜県高山市・岩手県花巻市・静岡県伊豆市の3市の名産品・特産品を販売します。購入者を対象に、各市の物産品などが当たる抽選会もします。

　11月14日（木）～17日（日）、午前10時～午後6時30分（17日は午後5時まで）。市民プラザ。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520

[image: 秋の味覚市]


[image: 動画を見る]



健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


歯科衛生士を募集


　臨時職員として、幼児の健診・相談などの母子保健業務をします。歯科衛生士数人。歯科衛生士の資格があり、臨床経験が3年以上ある方。月12日以内、1日4～6時間。保健センター。時給1250円。採用は12月以降。

募：市販の履歴書と資格証の写しを、郵送または直接、11月20日（水）までに、〒254-0082東豊田448-3保健センター　電話：0463-55-2111へ。



子宮頸（けい）がんの予防接種への対応


　ワクチンの予防接種後の重い副作用が報告されているため、ワクチン接種を積極的に勧めることは控えるよう、厚生労働省から勧告がありました。これを受けて、現在、接種対象者へ個別のお知らせをするなどの積極的なお勧めを差し控えています。新たな情報などは、随時、お知らせします。

問：健康課　電話：0463-55-2111



特別障がい者手当などの手当額を変更


　政令の一部改正により、特別障がい者手当で180円、障がい児福祉手当・経過的福祉手当で100円、手当額（月額）を引き下げます。

　10月分から引き下げ、11月の振込額が変わります。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774



児童扶養手当などの手当額を変更


　消費者物価指数の変動に合わせて、児童扶養手当と特別児童扶養手当の手当額を10月以降、次の額に変更します。

①児童扶養手当全部支給（月額）4万1140円。一部支給（月額）4万1130円～9710円②特別児童扶養手当（1級）5万50円（2級）3万3330円。

　児童扶養手当は12月、特別児童扶養手当は11月から振込額が変わります。

問：こども家庭課　電話：0463-21-9844



健康ウオーキング教室


　11月26日（火）午後1時30分～3時。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



くすの木体操講習会


　11月8日（金）午後1時30分～3時。松が丘公民館（東中原2-17-19）。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



認知症サポーター養成講座


　認知症の知識と対応方法を学びます。

　11月27日（水）午後1時30分～3時。南附属庁舎2階E会議室。市内在住・在勤の方40人（先着順）。

募：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



3B体操教室


　ボールなど簡単な道具を使った体操です。

　11月18日（月）午後1時30分～3時30分。大原公民館（大原1-15）。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



関節の痛みと運動


　専門医師の話を聞き、関節痛予防の体操を体験します。

　12月12日（木）午後1時30分～3時30分。南附属庁舎2階E会議室。65歳以上の方50人（先着順）。

募：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



ひらつか元気応援ポイントの説明会


　高齢者の話し相手などの活動をするとポイントが付き、たまったポイントを換金できます。説明会で会員登録をした後、市内の介護保険施設など43事業所から選んで活動します。

　介護保険第1号被保険者（65歳以上）で、介護保険料の未納がない方。

　①11月13日（水）午後1時30分～3時、福祉会館②27日（水）午前10時～11時30分、南部福祉会館③12月5日（木）午前10時～11時30分、福祉会館。

募：福祉会館　電話：0463-33-0007



認知症予防教室


　認知症の最新知識や脳トレーニングなどを学びます。

　11月20日（水）午後1時30分～3時30分。南附属庁舎2階E会議室。65歳以上の方40人（先着順）。

募：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



生きがい事業団の寺子屋教室


　生きがい事業団。各10人（先着順）。

①秋のスケッチ　11月14日・28日の木曜日、午前9時30分～正午。1500円。

②クリスマスミニリース作り　21日（木）午後1時30分～3時30分。1500円。

③パラパラマイカレンダー作り　お気に入りの写真や絵を使ってカレンダーを作ります。19日・26日の火曜日、午前9時30分～正午。両日、参加できる方。1500円。

④パソコン教室　午前9時30分～正午。2000円ⓐ年賀状作製　21日（木）。デジカメ基礎コースを受講済みでウィンドウズ7のパソコンを持ち込める方ⓑマイカレンダー作製　12月12日（木）。

募：必要事項・年齢を、往復はがきで、〒254-0073西八幡1-3-2-2生きがい事業団　電話：0463-33-2335へ。



家族介護リフレッシュ


　腰痛肩こり予防プログラムで、日頃の疲れを癒します。

　市内在住・在勤で、自宅で家族を介護している方、各6人（先着順）。

　南部福祉会館①11月5日（火）午後1時～4時②8日（金）午前9時～正午。福祉会館③12日（火）午後1時～4時④22日（金）午前9時～正午。東部福祉会館（大神2885-3）⑤14日（木）午前9時～正午⑥20日（水）午前9時～正午。

募：福祉会館　電話：0463-33-2333



福祉まつりを楽しもう


①福祉会館まつり　11月28日（木）～30日（土）、午前9時30分～午後3時30分（30日は3時まで）。福祉会館。作品展示、模擬店など。

②社会福祉展　28日（木）～12月2日（月）、午前9時30分～午後4時30分（2日は午後1時まで）。社会福祉施設による作品の展示など。

③社会福祉を考えるつどい　11月30日（土）午後1時30分～4時。社会福祉功労者の表彰と、孤独死の講演会。講演会は150人（当日先着順）。

問：福祉会館　電話：0463-33-2333



子どもの就職を考えるセミナー


　12月3日（火）午後1時～5時。教育会館。子どもが40歳未満で、ひきこもりに悩んでいる家族の方。先着順。

　①講演会　30人②個別相談　10人。

募：県西部地域若者サポートステーション　電話：0465-32-4115



リコール情報に注意していますか？

　事故の再発を防止するため、製造事業者などが製品を無償で修理したり、回収したりすることがあります。こうした無償修理や回収は「リコール」と呼ばれています。

　自動車のリコール制度が有名ですが、身の回り品のリコールもあります。リコールされた身の回り品による火災などの重大事故は年間100件以上も発生しています。

　事故に遭わないために、リコールの情報をキャッチしましょう。リコール情報は、新聞の広告、折り込みチラシ、店頭のポスターなどに掲載されます。商品購入時にメーカーにユーザー登録したり、販売店の会員になったりすることで届くこともあります。通信販売で購入した場合は、直接購入者に届くこともあります。

　消費者庁では、リコール情報のウェブサイトを開設しています。会員登録すると新着リコール情報がメールで届きます。市ウェブからも確認できます。

　お使いの製品がリコール対象製品だった場合には、すぐに使用を中止し、製造事業者に連絡してください。

問：消費生活センター　電話：0463-21-7530

[image: リコール]



[image: 家庭でできる子どもの脳力の育て方]
　テレビ番組のコメントなどで知られる、澤口（さわぐち）俊之・人間性脳科学研究所所長が脳科学の視点から“澤口式育脳法”を紹介します。

　12月5日（木）午後6時開場。中央公民館。市内在住の保護者ら600人。11月15日（金）・16日（土）の午前9時から、各公民館で入場整理券を1人1枚配ります。残りがある場合は、17日（日）以降、1人2枚まで配ります。

募：中央公民館　電話：0463-34-2111

[image: 澤口（さわぐち）俊之・人間性脳科学研究所所長]



[image: すこやかサポート市民病院]


㉜感染対策チーム


　患者さんや訪問者の方々、医療従事者など病院に関わる全ての人々を感染から守ることが感染管理の目標です。院内感染を未然に防ぎ、安心して療養できる環境を提供するために、私たち組織が一丸となって検討を重ねています。

　感染対策チームは感染コントロールドクター・感染管理認定看護師・看護科・薬剤科・臨床検査科・栄養科・放射線科・事務局など多部門のスタッフから構成されています。

　感染対策は院内どの領域にも不可欠であるため、組織間の縦横断的な活動が必要です。院内を巡回し、感染対策の実施状況の確認や抗菌薬の適正使用、効果的な対策を検討しています。

　また、全職員を対象に感染対策の講習会も定期的に開催しています。

　病院長をトップとする感染対策委員会や現場での実施指導に当たるリンクナース会とともに、感染対策の向上を目指して活動しています。

　近隣病院と連携をとり、カンファレンス（検討会）や相互評価を行っています。院内だけでなく地域全体で感染対策に取り組めるようにネットワークを広げて活動しています。

❖市民病院　電話：0463-32-0015

[image: 感染対策チーム]




スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ




スポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進を図るためにスポーツ教室を開いています。スポーツの秋に、一緒に体を動かしてみませんか。

　①～④は総合体育館⑤⑥はひらつかサン・ライフアリーナ⑦は市民病院（南原1-19-1）。抽選。

①すっきり！　エアロビクス　12月6日～平成26年3月14日の金曜日、全12回、午後6時20分～7時20分。60人。5000円。

②金曜太極拳　12月6日～平成26年3月7日の金曜日、全12回、午後7時10分～8時40分。50人。5500円。

③パワーヨガ　12月6日～平成26年3月14日の金曜日、全12回、午後7時35分～8時35分。80人。5000円。

④水曜太極拳　12月11日～平成26年3月12日の水曜日、全12回、午前9時20分～10時50分。70人。5500円。

⑤リンパウオーキング　12月12日～平成26年1月30日の木曜日、全6回、コース1は午前9時15分～10時45分、コース2は午前11時15分～午後0時45分。各50人。2500円。

⑥バドミントン　12月17日～平成26年3月25日の火曜日、全10回、午前9時30分～正午。60人。4500円。

⑦産後シェイプアップ体操　12月4日・18日の水曜日、全2回、午後2時～3時。市内在住で、出産して1年以内の母親と乳児25組。無料。

募：教室名（コース）・必要事項・年齢（⑦は子どもの氏名・月齢も）を、はがき（1人1枚・本人の応募に限ります）で、11月15日（金）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。



ボウリング教室


　11月14日～12月5日の木曜日、全4回、午後2時～3時30分。神奈中平塚ボウル（宝町10-4）。市内在住の方24人（抽選）。

募：必要事項・年齢を、往復はがきで、11月8日（金）までに、〒254-0074大原1-1スポーツ課　電話：0463-31-3060へ。



市民・大学スポーツ交流フェスタ


　12月1日（日）。小雨決行。総合公園。運動できる服装でお越しください。

①小学生サッカー教室　午後1時30分～3時30分。ShonanBMWスタジアム平塚。市内在住・在学の小学生100人（先着順）。サッカーボール・運動靴・タオル・飲み物。

②市ロードレース大会　午前9時から順次出発。2～10キロメートルの総合公園内周辺コース。小学校5年生以上（小・中学生は市内在住・在学）の方。

③ニュースポーツ体験　午前10時～午後2時。平塚のはらっぱ。グラウンドゴルフ・ディスクゴルフ・ターゲットバードゴルフ・ペタンクなど。

募：①は必要事項・学年を、電話・ファクス・メールで、11月18日（月）までに②は平塚球場内のスポーツ課　電話：0463-31-3060　FAX：31-9640　メール：sports@などにある申込書を、11月8日（金）までに、同課などへ。③は当日、会場に直接、お越しください。



[image: 湘南国際マラソンで交通規制をします]
11月3日（祝）午前8時～午後3時45分（スタート・ゴール地点の周辺は午前6時～午後4時30分）

　西湘バイパス西湘二宮IC～国道134号江の島入口の上下線と新湘南バイパス茅ケ崎西IC～茅ケ崎海岸ICの下り線が日中、通行止めになります。交通規制の時間は、場所により異なりますので、下の地図で確認してください。コース周辺の道路は混雑が予想されるため、国道1号などをご利用ください。交通規制の詳細は、実行委員会のウェブでもご覧いただけます。

問：湘南国際マラソン実行委員会　電話：0463-70-6667

[image: MAP]



[image: みんなの力]


楽しく踊って食育を学ぶ



　平塚産農産物PRキャラクターのベジ太をご存じですか。4月に完成した「ベジ太のうた」に、市内の公立保育園を代表して、金田保育園の保育士と園児が踊りを作りました。

　「子どもに分かりやすく、元気に踊れることを一番に考えました」と語るのは、同園の鈴木裕理子園長。「子どもと一緒に振り付けを考え、犬の鳴き声のときのポーズが最初に決まりました。子どもたちもこのポーズが一番のお気に入りで元気よく踊っています。また、2人組になる踊りがあるので、家族で一緒に踊ってもらいたいです」と話します。

　ベジ太の踊りは、11月16日（土）・17日（日）に総合公園で開かれる「JA湘南でてこいまつり」で、同園の園児たちが披露します。

[image: ベジ太]




市民相談


市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時




◇行政

12月2日（月）午後1時～4時




◇多重債務（予約制）

11月12日（火）午後1時～4時




◇税務（予約制）

12月6日（金）午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

11月12日（火）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

11月8日（金）午後1時～4時




◇住宅（新・改築）

11月19日（火）午後1時～4時




◇不動産（予約制）

11月15日（金）午後1時～4時




◇分譲マンション管理

11月25日（月）午後1時～4時




◇許認可各種届け出

11月5日（火）、12月3日（火）、午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時





ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇就労支援（予約制・先着5人・一人50分）

11月20日（水）午後1時～5時50分





消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内FAX：35−5770

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

11月5日（火）・19日（火）、12月3日（火）、午後1時～4時





65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-8778




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

11月27日（水）、12月6日（金）、午後1時～3 時





福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

11月12日（火）、12月10日（火）、午後1時～4時




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時





青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。





こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時





子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




[image: ヒラツカルチャー]


博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33-5111　FAX：31-3949

休館日 11・18・25日


◆アイソン彗星の関連事業は特集面で紹介しています。



■ろばたばなし

　11月10日（日）・17日（日）、午後1時20分と3時。展示室1階相模の家。10日は伊豆の民話をテーマに話します。




■秋期特別展　蔵出し！　びっくり・はてな資料展

　12月8日（日）まで。特別展示室。

　①展示解説　11月2日（土）午後1時～1時50分。特別展示室。②収蔵室見学ツアー　11月10日（日）と12月1日（日）、午後3時～3時50分。1階受付前集合。




■イヴニング・ミュージアム・ウイーク

　11月5日（火）～10日（日）は開館時間を午後7時まで延長します。

　「びっくり・はてなの資料を語る」をテーマにし、秋期特別展にちなんだ多分野の連続講座を開きます。午後6時～7時。講堂。各50人程度。

　5日（火）タマネギ石の不思議。6日（水）虫メガネの考古学。7日（木）子育てのまじない。8日（金）展示資料、何が書いてあるのだろう？9日（土）宇宙の不思議な大構造。10日（日）私と小石と星くずと。




■鎌倉から江戸期の刀剣展

　武器から生まれた日本刀。その機能や、研ぎ澄まされた美しさから大切に保存されてきた、日本刀を展示します。

　11月1日（金）～10日（日）。寄贈品コーナー。




■プラネタリウム投影

　200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。

☆フリートーク・プラネタリウム

　学芸員が毎回自由にテーマを設定してお送りします。

　12月1日（日）までの土・日曜日。午前11時と午後2時。11月9日（土）と23日（祝）の午前11時は「すいせいゴエモンのぼうけん」を上映します。




■星を見る会　金星と月、秋の星を見よう

　望遠鏡で金星や月、秋の星を観察します。雨天曇天中止。

　11月8日（金）午後7時～8時30分。科学教室、屋上。




■考古学入門講座

　発掘調査をテーマにした講座の2回目です。

　11月23日（祝）午後1時30分～3時。講堂。考古学の初心者50人（抽選。第1回の参加者を優先）。

募：必要事項を、往復はがきで、11月14日（木）までに、博物館へ。




■平塚郷土史入門講座　第3回　自由民権運動の里　金目

　明治時代、金目地区で盛んになった自由民権運動と文化教育活動を紹介します。

　11月3日（祝）午前10時30分～正午。講堂。




■南から来た伊豆半島

　約1500万年前の伊豆半島の地層から見つかったサンゴやオウムガイなど、30点の資料を展示します。

　11月24日（日）まで。情報コーナー。





美術館

〒254-0073西八幡1-3-3

電話：0463-35-2111　FAX：35-2741

休館日 11・18・25日



■市民アートギャラリー

　11月6日（水）～10日（日）幼小図工作品展。12日（火）～17日（日）平塚美術家協会小品展。13日（水）～17日（日）書展私と影。19日（火）～24日（日）オリンパス・湘南支部写真展。23日（祝）・24日（日）親と子の写生会作品展。26日（火）～12月1日（日）カナガワビエンナーレ国際児童画展、半世紀展。




■藤山貴司展　闇と光の交錯　その彷徨と回顧

　12月1日（日）まで。一般200円、高校生・大学生100円。




■伊豆市コレクションによる天才たちの若き日

　11月24日（日）まで。一般800円、高校生・大学生500円。





中央図書館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-31-0415　FAX：31-9984

休館日 11・18・25日



■中央図書館映画会

　中央図書館3階ホール。日曜日午後2時。

　11月3日〔子ども映画会〕なかよしキッズのタイムスリップ（アニメ）。10日〔子ども映画会〕雪わたり（アニメ）など。17日〔一般映画会〕宮澤（みやざわ）賢治　銀河鉄道の夜（イラストレーション＆ムービー）。24日〔子ども映画会〕まんが世界むかしばなし　美女と野獣、金色のしか（アニメ）。




■北図書館　こども人形劇

　11月3日（祝）午前の部10時30分、午後の部2時。神田公民館（田村3-12-5）。130人（先着順）。演者は劇団ちろりん。演目はコロコロパンなど。整理券は当日午前9時から、神田公民館2階の北図書館カウンターで配ります。




■ブックスタート

　市内在住の1歳未満のお子さんとその保護者。午前10時～11時30分。

　11月10日（日）中央図書館。13日（水）北図書館。12月7日（土）中央図書館。11日（水）南図書館。




■ふたたび、升水記念市民図書館で学ぶ絵本講座

　12月12日（木）午前10時～午後3時30分。升水記念市民図書館（八重咲町7-35）。市内在住で読み語り活動に関心のある方など30人（抽選）。

募：講座名・必要事項・午前または午後のみ参加の場合は参加時間を、往復はがきで、11月15日（金）までに、中央図書館へ。





雅楽王朝の舞楽


現代に伝えたい日本古来の音楽と舞

[image: 雅楽王朝の舞楽]

　平成26年2月2日（日）午後1時30分開場。中央公民館。多度雅楽会。演目は振鉾三節（えんぶさんせつ）、納曽利（なそり）（童舞（わらべまい））、春庭花（しゅんでいか） 、還城楽（げんじょうらく）、長慶子（ちょうげいし）。チケットは平成25年11月9日（土）午前10時からまちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237、山野楽器平塚ラスカ店　電話：0463-27-1930、ヨネザワ楽器　電話：0463-23-7097などで販売。2,500 円（全席自由）。電話予約は10日（日）午前10時から文化事業課で受け付け。

問：文化事業課　電話：0463-32-2237



女神たちの“愛のうた”


[image: 女神たちの“愛のうた”]

　平成26年2月11日（祝）午後1時30分開場。中央公民館。メンデルスゾーン「ピアノ三重奏曲第1番」など。3,500円（全席指定）。未就学児は入場できません。

　チケットは平成25年11月3日（祝）午前10時からまちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237、山野楽器平塚ラスカ店　電話：0463-27-1930、ヨネザワ楽器　電話：0463-23-7097などで販売。電話予約は6日（水）午前8時30分から文化事業課で受け付け。

問：文化事業課　電話：0463-32-2237



今、会いたい作品


小林古径（こけい）　「筝三線（そうさんせん）」


❖美術館　電話：0463-35-2111



　左は白い小袖姿の女性の足下に琴が描かれ、右はあかね色の小袖の懐に腕を入れ、三味線をもたせ掛けた女性が描かれています。どちらも、すらりとした体つきや髪型、衣装などから、江戸時代前期の寛永年間に流行した風俗画に着想した作品と考えられます。

　小林古径は1883（明治16）年、新潟県に生まれ、上京して歴史画家・梶田半古に入門しました。その門下では、絵画の修行に余念がなく、日本や中国の古典に大きな関心を寄せて研究を重ね、自身の芸術の基礎としました。その後、明治40年代まで、故実と時代考証に基づいた歴史的なテーマの作品を数多く描いています。古径は、ちょうどこの時期、伊豆修善寺温泉の新井旅館の主人・相原貫太郎から支援を受けていました。双幅の作品「箏三線」は、その縁から現在、伊豆市の所蔵となっています。

　寛永期の風俗画は、とりわけ遊里の美人、酒宴、蹴鞠（けまり）、茶、能など現世の遊楽を主題としたものが大変流行しました。おおらかで生き生きとした人物、斬新なデザインの家具や衣装が描かれた点が特徴です。一方、「筝三線」は、江戸時代の風俗画のスタイルを踏まえながらも、静粛で緊張感のある作品となっています。古径は黙して語らず、寡黙な人であったと伝えられますが、そうした古径の人柄が感じられるとともに、古典研究に基づく独自の解釈の加わった作品といえるでしょう。

　この作品は11月24日（日）まで開催する「伊豆市コレクションによる天才たちの若き日　横山大観から速水御舟まで」展で展示します。

（文：市美術館学芸員　江口）
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広報ひらつかについて


多くの方に読んでいただくために、広報ひらつかは全戸配付しています。次号発行日は11月15日（金）です。


広報ひらつかについてのお問い合わせ


平塚市企画政策部秘書広報課


〒254-8686　平塚市浅間町9-1


電話：0463-21-8761


FAX：0463-21-9613




広報ひらつかが届かない場合


お問い合わせは、

（有）ミッド